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世
界
農
業
遺
産

 

（
Ｇ
 
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
と
は

世
界
農
業
遺
産（
Ｇ
 
Ａ
Ｈ
Ｓ
）

は
、
地
域
に
根
差
す
伝
統
的
な
農

業
・
農
法
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
育

ま
れ
た
文
化
や
土
地
景
観
、
生
物

多
様
性
を
保
存
す
る
た
め
、
２
０

０
２
年
に
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
創
設
し
た
も
の
で
、

２
年
ご
と
に
開
か
れ
る
総
会
で
認

定
し
ま
す
。

阿
蘇
地
域
は
、
世
界
農
業
遺
産

と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
民
間
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
、
市
町
村

や
県
が
連
携
し
な
が
ら
世
界
農
業

遺
産
の
認
定
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

阿
蘇
地
域

 

世
界
農
業
遺
産
に
認
定

５
月
　
日
か
ら
石
川
県
七
尾
市

29

で
開
幕
し
た
世
界
農
業
遺
産
国
際

会
議
で
、
阿
蘇
地
域
が
世
界
農
業

遺
産
の
登
録
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
の
農
業
の
一
番
の
特
徴
は
、

草
資
源
を
使
っ
た
多
様
な
農
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
家

畜
の
飼
料
は
も
ち
ろ
ん
、
屋
根
材

や
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
は
火
山

性
土
壌
の
た
め
生
産
性
が
良
い
土

地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
た
ち
の
祖
先
が
長
年
、
牛
の
堆

肥
や
野
草
堆
肥
を
使
う
こ
と
で
土

壌
改
良
し
、
地
力
を
高
め
て
き
た

の
で
す
。

阿
蘇
地
域
で
は
、
あ
か
牛
の
放

牧
や
野
焼
き
な
ど
多
様
な
農
業
生

産
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
世
界
に
類
を
見
な
い
美

し
い
草
原
が
保
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
認
定
は
、
広
大
な
草
原

に
希
少
な
草
原
性
動
植
物
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
や
、
阿
蘇
地
域
に

伝
統
的
な
農
耕
文
化
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
国
際
的
に
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

次
世
代
に
継
承
す
る

 

阿
蘇
の
草
原

今
回
、
阿
蘇
地
域
が
認
定
さ
れ

た
こ
と
は
、
阿
蘇
地
域
の
皆
さ
ん

の
み
な
ら
ず
、
県
民
の
自
信
と
誇

り
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
世
界

農
業
遺
産
を
農
業
振
興
や
観
光
振

興
へ
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

野
焼
き
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
り

草
原
の
維
持
再
生
が
図
ら
れ
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
の
草
原
が
次
の
千
年
も

残
っ
て
い
く
よ
う
に
、
南
阿
蘇
村

と
し
て
も
多
様
な
農
業
や
生
物
多

様
性
、
伝
統
文
化
、
阿
蘇
の
雄
大

な
景
観
な
ど
を
阿
蘇
地
域
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
し
っ
か
り
守
り
続
け

ま
す
。

１．第１次試験日　　９月22日（日）
２．試　 験　 地　　県立阿蘇中央高等学校（阿蘇校舎）
３．願書受付期間　　７月29日（月）～８月16日（金）　午前８時30分～午後５時

　※土・日曜日を除く
４．試 験 区 分 等

５．受 験 資 格

上記試験の合格者は、11月（予定）に２次試験を実施します。

世界農業遺産国際会議で行われたプレゼンテーション

職務内容採用予定人数区　分職　種

事務部局・議会事務局に勤務し、一般事務に従事します。１人程度
高等学校卒業程度

一般事務

消防部局に勤務し、消防業務に従事します。10人程度消　　防

受験資格職　種

昭和63年４月２日～平成８年４月１日までに生まれた人
一般事務

消　　防

〈試験に関するお問い合わせ〉　阿蘇広域行政事務組合事務局総務課人事係　℡ 0967（24）5111

平成25年度　阿蘇広域行政事務組合職員採用試験の案内


